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あるあきのひのこと。
なっちゃんが、おかあさん
としまだをさんぽしていると
「わー、りんごだ。

おいしそう！」

と なっちゃん。



- 3 -

「おかあさん、ここでなにが
はじまるの？」
と きくと、

「ん～」
かんがえこんでしまった。
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「あ、そうそう。もしかして、
りんごがりかな？ くわしい
ことは、おじいちゃんに き
いてみれば」

「そうか、よーくきいてみよ
う」
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そのとき、ようせいがあら
われて、おじいちゃんのとこ
ろにつれていってくれた。

なっちゃん、ものをよー
くしっている おじいちゃん
が、だーいすき。

あれあれ、これはおもしろそうと、な

ぜなぜくんが、もりからあそびにきたよ。

どこかな？

わたしは、なぜなぜでーす。
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おしえてくれたよ。
「ここで、りんごがりが、は
じまるんだよ」

りんごがりって
なーに？
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「ん～、そうだな。たくさん
りんごがなっているきから、
おいしそうなりんごをもぐこ
となんだよ。

１
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くわしいことは、りんごえ
んのながぬまさんにきいてみ
ようか。

いっしょにいってあげるよ。
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やくそくのひ。おじいちゃ
んとながぬまさんのりんごえ
んにいった。
おじいちゃんは、ようじが

できて すぐにかえった。
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なっちゃ
ん、ゆうき
をだして、

「りんごが
りをやらせ
てくださ
い。」とお

ねがいした。ながぬまさんは、
「いいよ」
といって、
りんごば
たけにつ
れていっ
てくれた。
（ここで、りん

ごがりのしゅる

いとじきをまと

めてみたよ。）
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りんごえんの いりぐちか
らみると、きにりんごが

なっていた。
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なかにはいると・・・

またまた
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そのとき
「こんな りんごを もげば

いいんだよ」
と、ながぬまさんがおしえて
くれた。

その１

しっかりあかく いろづい
た、はりのあるりんごをえら
ぶといいよ。

あかくいろ

づいている

りんごは、

たいようの

ひかりをた

くさんうけ

ているんだ。
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その２

おしりで えらぶといいよ。

おしり

が ふか

くくぼん

で、かた

ちがよい

ものをえ

らぶとい

いよ。

その３

おもさで えらぶといいよ。
みためだけでなく、おもさもたいせ

つだよ。

おもいということは、かじゅうが、

たっぷりのしょうこ。しっかり、てに

とってえらんでみてね。
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よーし、わかった。
もぐぞ！

これが、いいかな？

あれが、いいかな？

りんごをもいでいると・・・



- 25 -

しろいひ
もが、はっ
てあること
に きがつ
いた。この
ひもは、どうしてはってある
の？
ふしぎにおもって、きいて

みた。
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「よーく、きがついたね。り
んごがりが、ながいあいだ（８
がつ～１１がつ）できるように や
く３０しゅるいのりんごを
つくっているんだ。だから、
いまいちばんおいしいりんご
のきを ひもでかこっている
んだよ。」
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ちなみに いちばん、はや
くみになるのは、さんさ。
いちばんおそくなるのは、

ふじかな」
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「きょうの たべごろのりん
ごは、ひものなかなんだ」

「よーし、どれにしようか
な？」

また、さがしはじめた

これがいいかな？

まよっちゃう！？
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これも、おいしそうだ！

いろよし おしりよし おもさよし。
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ながぬまさんに おれ
いをいって・・・
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かえって、おじいちゃ
んに おしえてあげたよ。
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「よーく、しらべたね」

と めになみだをうかべ
て、よろこんでくれた。
なっちゃん、おもわず

にっこり。
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もいできたりんごをた
べてみた。
「あ、おいしい！」
「おいしい」
と みんなおおよろこび。

なっちゃん、さむいと
ころでしかできないりん
ごがりが、おくので、で
きて びっくり！
しかも おいしいりん

ごがたべられて、またま
た
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こうして、なっちゃん
は、ながぬまりんごえん
が、おくののたからもの
だということが、よーく
わかった。

さて、こんどは、なに
をしらべようかな？

あれあれ？「すごーくたのしかった」と なぜなぜ

くん。つぎのひみつをもとめてスキップしながら か

えっていった。


